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●八千代オイコス秋の自然観察会　「むつみの森」
を散策し谷津や野辺を訪ねます｡ 先着30人｡ 10月
24日㈯バスを利用する場合は勝田台駅南口午前８時
15分集合。300円。車を利用する場合や詳しくは八
千代オイコスＨＰから。申し込みは21日
㈬までに右のコードから。問い合わせは
金室 desk26@yachiyo-oikos.jpへ。

●宝生流東川光夫先生に学ぶお能の世界　八千代
伝統文化親子教室特別講座を一般公開｡ 10月24日
㈯午前10時15分～11時30分､ 緑が丘公民館。申
し込みはメールで代表者の氏名・人数・電話番号を
記載し yachiyodentoubunka@gmail.comへ送
付｡ 八千代伝統文化普及会・奧山 090-9014-3181
●子どもネット八千代から　「おはなしくじらのおも
ちゃばこ」プロと楽しむ歌とお話の参加型ステージ。
幼児～低学年対象。12月19日㈯午後２時～２時50

分、勝田台文化センター｡ 2,000円｡ ２歳以下無料。
申し込みは右のコードから。問い合わ
せは子どもネット八千代事務局 486-
4699（公益事業補助金制度対象事業）
●喉・舌・声帯筋トレ体験で楽しく合唱しよう　声
がかすれる、出にくい人の不安を解消。筋トレ体験
後に腹式呼吸で合唱します。要予約先着20人。11
月３日㈷午後２時～３時30分、八千代台公民館。
500円。学び舎の会・小野澤 090-5445-5193
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■くみまち保護猫大譲渡会　犬猫の殺処分数の減
少などを図るため、譲渡会を開催。参加費無料（譲
渡決定の際に実費程度の費用を求める場合あり）。
10月25日㈰午後１時～４時。印西市泉野１-144-６
カインズ千葉ニュータウン店。問い合わせは県動
物愛護センター東葛飾支所 04-7191-0050へ。
■第29回「水辺の風景画コンクール」作品展　「水
辺の風景画」を展示します。①入選作品展示　▶

ミニ・ガイド 日時　11月３日㈷～８日㈰午前10時～午後６時（入
館は午後５時30分まで）※最終日は午後３時まで
▶場所　公津の杜コミュニティセンター、②入賞
作品展示　▶日時　９年１月８日㈮～13日㈬午前
９時～午後８時（１月12日㈫休館）　▶場所　オー
エンス八千代市民ギャラリー　▶問い合わせ　
（公財）印旛沼環境基金 043-485-0397
■合同企業説明会 inやちよ　15歳～ 49歳の未就
労者対象の企業説明会です。求人情報だけでは分
からない話を聞けます。先着50人。11月13日㈮午

後１時～４時。セントラルスポーツ生涯学習プラ
ザ。申し込み、問い合わせは火曜～土曜日（祝日
除く）午前９時から午後４時までにちば地域若者
サポートステーション 043-351-5531へ。
■精神障害者家族「対話と交流の集い」　精神障
害者を身内に持つ家族が、悩みや心配ごとなどに
ついて話し合う集いを開催します。10月22日㈭午
後１時30分～４時、プラッツ習志野北館。申し込
みは、電話またはファクスで習志野八千代心の健
康を守る会・渡邊 453-6760へ。
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令和８年８月千葉豪雨・台風第25号で被災された皆様へ

お問い合わせは健康福祉課 421-6757へ

ご家族を亡くされた方 生活再建の資金が必要な方

負傷などによって重度の障害を受けた方

今般の災害によって亡くなられた方のご家族は、
災害弔慰金を受け取ることができます。 今般の災害によって住宅が全壊するなど、生活基盤に著し

い被害を受けた世帯に対して、支援金が支給されます。

今般の災害によって被災された方の生活の立て直しのため、貸し付
けを受けることができます。

今般の災害によって重度の障害を受けた方は、 
災害障害見舞金を受け取ることができます。 ※�１��…単数世帯（世帯員が１人）の場合は、支援金額が上記の

４分の３の額
※２�…住宅の半壊、または住宅の敷地に生じた被害により、そ

の住宅をやむを得ず全部解体した世帯

基礎支援金※1

（住宅の
被害程度）

加算支援金※1

（住宅の再建方法） 計

①全壊
②解体※2

③長期避難
100万円

建設・購入 200万円 300万円
補修 100万円 200万円
賃借
（公営住宅除く） 50万円 150万円

④大規模
　半壊 50万円

建設・購入 200万円 250万円
補修 100万円 150万円
賃借
（公営住宅除く） 50万円 100万円

⑤中規模
　半壊 ー

建設・購入 100万円 100万円
補修 50万円 50万円
賃借
（公営住宅除く） 25万円 25万円

●支給額
生計維持者が死亡した場合：500万円
その他の者が死亡した場合：250万円
●対象者
死亡した方の死亡当時における
①配偶者、子、父母、孫、祖父母
②兄弟姉妹（死亡した方の死亡当時その方と同居し、
　または生計を同じくしていた方に限ります）

●支給額
生計維持者：250万円　その他の者：125万円
●対象者
自然災害により重度の障害を受けた方
例）	・両眼を失明した方
	 ・両上肢をひじ関節以上で失った方	
	 ・両下肢をひざ関節以上で失った方	
	 • 著しい障害によって常時介護が必要となった方

申請に必要な書類
基礎支援金：罹災証明書、住民票の写し※、
預金通帳の写し等
※�支援金支給申請書にマイナンバーを記載することで住民票
の写しは添付不要となります。

加算支援金：契約書（住宅の購入、賃貸等）の写し等

災害弔慰金 被災者生活再建支援金 災害援護資金の貸付

災害障害見舞金

●受給者：対象災害により、負傷または住居、家財に被害を受けた方
●貸付限度額

●所得制限
世帯人員当たりの市町村民税における前年の総所得金額
•1人(220万円）・2人(430万円）・3人(620万円） •4人(730万円）
•5人(1人増すごとに730万円に30万円を加えた金額）
ただし、その世帯の住居が滅失した場合にあっては、1,270万円とする。
●貸付利率：連帯保証人無：年1.5％、連帯保証人有：無利子
●据置期間：3年（特別の場合5年）※措置期間は無利子
●償還期間：10年（据置期間を含む）

世帯主に負傷がない場合 世帯主が負傷し、療養期間が
おおむね１か月以上の場合

①世帯主の1か月
　以上の負傷 ー ①世帯主の1か月

　以上の負傷 150万円

②家財の1/3以上の
　損害 150万円 ②家財の1/3以上の

　損害 250万円

③住居の半壊 170万円
(250万円) ③住居の半壊 270万円

(350万円)

④住居の全壊 250万円
(350万円) ④住居の全壊 350万円

⑤住居の全体が滅失
　もしくは流失 350万円 ⑤住居の全体が滅失

　もしくは流失 350万円

※�被災した住居を建て直す際にその住居の残存部分を取り壊さざるをえ
ない場合など特別の事情がある場合は（）内の額

※台風第25号による被害は対象外です


